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研究成果の概要（和文）：　本研究では、雑居地樺太をめぐる日露国境問題がいかに解消され、日本の政治と外
交に何をもたらしたのか、を明らかにした。具体的には、樺太問題を中心にしながら同時期に発生したにもかか
わらず、これまで没却されがちであったマリア・ルス号事件や長崎稲佐借地問題も交え、1875年における日露関
係の転換とその意義を国内外の政治状況を踏まえ包括的に検討した。具体的には、黒田清隆、榎本武揚らが国内
外の重層的な対立構造の中で樺太千島交換条約締結に漕ぎ付けロシアとの関係を調整し、その後の日本の東アジ
ア進出の条件をもたらしたことを示した。

研究成果の概要（英文）：　This study clarified how the Russo-Japanese border issue over Sakhalin, a 
territory that had belonged to both Japan and Russia, was resolved and what implications this 
resolution had for Japanese politics and diplomacy. Specifically, while focusing on the border issue
 of Sakhalin, the Maria Luz Incident and the Nagasaki Inasa land lease issue, which occurred around 
the same time but have tended to be overlooked, were included in this study to comprehensively 
examine the transformation of Japan-Russia relationship in 1875 and its significance in light of the
 political situation both domestically and abroad. Specifically, I showed that Kiyotaka Kuroda, 
Takeaki Enomoto, and others, amid a multilayered structure of confrontation at home and abroad, 
managed to conclude the Treaty of Exchange for Sakhalin and the Kuril Islands, thereby adjusting 
Japan’s relationship with Russia and creating the conditions for its subsequent expansion into East
 Asia.

研究分野：日本政治外交史、日露関係史

キーワード： 黒田清隆　榎本武揚　樺太島仮規則　樺太千島交換条約　長崎稲佐ロシア海軍基地
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、明治初期の日露関係史の研究を事実上完了することができ、今後日露戦争への道を研究してい
く上で基礎となる前史に当たる部分を固めることができた。現代的に見ても、ロシアとの間で国境画定を実際に
実現した過程を振り返ることは、現在の北方四島問題を考える上でも重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
従来、我が国における日露関係史研究は、比較的手薄とも言うべき分野だった。特にシベリア
鉄道が未開通でロシアの極東政策が本格化していない日露戦争以前は、ロシア史からの注目度
も高くない。しかし、日本外交史から見れば、開国の文脈や北方領土問題などで当該期日露関係
により大きな重要性があり言語の壁を越えても検討する必要がある。 
ここでいう「北方領土問題」は、幕末・明治維新期の雑居地樺太を巡る樺太問題と呼ばれるも
ので、樺太千島交換条約に至る過程が日露双方から検討されてきた（秋月 1994、ラトゥィシェ
フ、ドゥダレツ 2015 など）。しかし、それらの研究はあくまで樺太問題に限定した日露の二国
間関係史であり、当該期の国際関係全体の中で位置づけられているわけではない。一方日本外交
史からは、イギリス要因中心で日露交渉史、日本外交史が描かれてきたが（石井 1982）、クリミ
ア戦争後の国際関係が英露対立中心になっていた以上、ロシアの動向も直接把握しながら検討
せねば、日露関係やそこから影響を受けていた日本外交の実像は見えない。樺太における日露雑
居はいかに解消され、どのような影響を日露関係や日本の内政・外交にもたらしたのか。この問
題提起に答えることにより、明治初期の日露関係を日本政治外交史、国際関係史の中で鮮明に理
解できるようになる。現代の北方領土問題を考える前提としても、実際に解決まで到達した明治
初期の北方領土問題を振り返っておくことには少なくない意義があるだろう。 
 
２．研究の目的 
本研究では上記の問いに答えるべく、樺太千島交換条約に至る政治過程を明らかにした。その
際には、樺太問題を中心に置きつつも、同時期の日露間に存在し樺太問題との関係性が疑われる
他の外交問題（マリア・ルス号事件、長崎稲佐借地問題）も分析対象に含めた。その上で、領土
問題を解消できた国内外の諸要因を多角的に分析し、日露関係史及び日本政治外交史における
1875年の意義を幅広い政治的文脈の中で検討した。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、国内政治と国際政治の架橋をしながら、明治初期の対露外交の展開を検討した。
その際には、内政と外交の連関が重要な分析視角になるが、それは政府内政治を中心とした国内
政治の延長としての対外政策形成史をそのまま意味するものではない。本研究が目指したのは、
そこに日英米露の多言語史料を用いたマルチ・アーカイヴァル的手法によって描き出す国際関
係史としての外交史を、本格的に取り込んだ日本政治外交史である。その上で、特に国境画定に
至る過程に関しては、日露双方が抱え込んでいた国内外の政治的制約を調整し切った日本側当
事者の榎本武揚、黒田清隆の主体性に着目した。 
 
 
 
 
４．研究成果 
 被助成期間中には、主に以下の成果を得た。 
 第一に、戊辰戦争期の日露関係と樺太の関係を考察した。幕末以来雑居地だった樺太では、戊
辰戦争の内乱の隙を突きロシア側の南進が進んだ。このような日本国内の状況が、日露の領土問
題である樺太問題に転換点をもたらしたことを新たに明らかにした。（「戊辰戦争期日露関係と
樺太－雑居地をめぐる植民競争－」『東アジア近代史』23号、2019） 
第二に、駐露公使榎本武揚の東アジア政策構想に関してである。樺太千島交換条約締結の背景
に 彼の地政学的な戦略眼があったことを指摘し、日露協調を前提としたその後の南洋政策に
繋がる論理を明らかにした。その上で榎本の思想を「北守南進」論の先駆と位置づけた。（「明治
初期外交官による東アジア政策構想－駐露公使榎本武揚の「北守南進」論」瀧口剛編『近現代東
アジアの地域秩序と日本』大阪大学出版会 2020）。 
第三に、開拓次官黒田清隆の樺太放棄運動を、1875 年の樺太千島交換条約に至る重層的な国
内対立の中で検討した。その結果、従来思想分析の対象に留まってきた黒田の樺太放棄論が政策
実現した政治過程を解明し、その後の対露外交で重要な役割を担っていくロシア通の政策集団
の原点が形成されたことを指摘した。（「黒田清隆の樺太放棄運動－日露国境問題をめぐる国内
対立－」『年報政治学』2021－Ⅰ、2021、第 3回日本政治学会若手論文優秀賞受賞） 
第四に、ロシア海軍による長崎駐屯の慣習が日露間で承認される過程とその政治的意義を、樺
太千島交換条約との関係から考察した。国境交渉と同時期に行われた借地交渉の分析を通じて、
長崎稲佐のロシア海軍基地の存在が、その後ロシアを日本に繋ぎ止めておく重要な意義を持っ
ていたことを明らかにした。（「長崎稲佐ロシア海軍基地をめぐる明治初期日露関係－借地交渉



とその意義－」『スラヴ研究』68号、2021） 
以上の成果とそれ以前に出した成果を繋ぎ合わせる作業を行い、国境画定とそれに付随する
諸問題（マリア・ルス号事件及び長崎稲佐借地問題)解決の意義をより広い歴史的文脈の中で考
察した。その結果、黒田、榎本らが国内外の重層的な対立構造の中で樺太千島交換条約締結に漕
ぎ付けロシアとの関係を調整し、その後の日本の東アジア進出の条件をもたらしたことなどを
明らかにすることができた。 
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